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安全・安心して暮らせる社会安全・安心して暮らせる社会
実現のために実現のために



安全安心の研究開発安全安心の研究開発

　　■過去■過去　　

　　　　　　▼▼　研究開発対象の流れ・変化　　研究開発対象の流れ・変化　▼▼

　　■現在■現在
　　　　　　 ▼▼　研究開発のトピック　　研究開発のトピック　▼▼

　　■未来■未来
　　　　　　 ▼▼　今後の課題　　今後の課題　▼▼



１．過去から現在へ１．過去から現在へ

対象の多様化／耐震改修／市街地火災／
　　　　　高齢化対応／シックハウス／防犯／

新しい問題／ビル風／煙／ガス毒性

耐震・火災研究開発の一歩

科学的な理論体系の確立／耐震・耐火・耐風設計法の基礎

設計法の確立、モデル化、評価法
／新耐震設計法、防火設計法、耐風設計法

研究開発ターゲットの変化研究開発ターゲットの変化

■明治～昭和初期

■昭和２０～３０年代

■昭和４０年代

■昭和５０～６０年代

■平成以降

不衛生な都市・建築物

市街地建築物法

　建築基準法

　新耐震基準

耐震改修促進法
ハートビル法　　　
シックハウス規制



耐震に係る研究耐震に係る研究

○濃尾地震（明治２４年）　○濃尾地震（明治２４年）　 ：： 耐震研究開発の一歩耐震研究開発の一歩
　　　　　　　　　　　　市街地建築物法

○関東大震災（大正１２年）○関東大震災（大正１２年） ：： 設計震度導入設計震度導入

○福井震災（昭和２３年）○福井震災（昭和２３年） ：： 強震観測の必要性強震観測の必要性
建築基準法

○新潟地震（昭和３９年）○新潟地震（昭和３９年） ：： 軟弱地盤対策軟弱地盤対策

○十勝沖地震（昭和４３年）○十勝沖地震（昭和４３年） ：： せん断破壊への対応せん断破壊への対応
新耐震設計法

○阪神・淡路大震災（平成７年）○阪神・淡路大震災（平成７年） ：： 耐震改修の必要性耐震改修の必要性
耐震改修促進法

１．過去から現在へ１．過去から現在へ

度重なる地震を契機に発展度重なる地震を契機に発展



火災安全に係る研究火災安全に係る研究

○関東大震災（大正１２年）○関東大震災（大正１２年） 　　　　　　　　 →→ 火災重要性認識火災重要性認識

○地方都市大火の頻発（昭和初期～４０年代）○地方都市大火の頻発（昭和初期～４０年代）
→　立体防火帯、火災性状理論化、耐火設計法→　立体防火帯、火災性状理論化、耐火設計法

○ビル・デパート火災の教訓（昭和３０年代～）　○ビル・デパート火災の教訓（昭和３０年代～）　

　　　　　　　　　　→　煙流動予測、材料ガス毒性試験→　煙流動予測、材料ガス毒性試験

○阪神・淡路大震災（平成７年）○阪神・淡路大震災（平成７年）

　　　　　　　　　　　　→　市街地火災対策の必要性　　　　→　市街地火災対策の必要性

１．過去から現在へ１．過去から現在へ

震災と地方都市大火・ビル火災が促進震災と地方都市大火・ビル火災が促進



風に係る研究風に係る研究

○カスリン台風、伊勢湾台風（昭和２０～３０年代）○カスリン台風、伊勢湾台風（昭和２０～３０年代）

→　耐風設計法の基礎→　耐風設計法の基礎

○建物高層化　　　　　　　　　○建物高層化　　　　　　　　　 →　ビル風への対応→　ビル風への対応

○突風・竜巻等による被害　○突風・竜巻等による被害　

　　　　　　　　→　風荷重の適切な評価→　風荷重の適切な評価

○風の活用　　　　　　　　○風の活用　　　　　　　　 →　ヒートアイランド対策→　ヒートアイランド対策

１．過去から現在へ１．過去から現在へ

台風やビル風が促進台風やビル風が促進



衛生・健康に係る研究衛生・健康に係る研究

○都市の不衛生（明治後期）○都市の不衛生（明治後期）
　　　　　　　　　　　　　　→→森鴎外、衛生的なる都市づくりを提唱

○建築物の不衛生（昭和初期）○建築物の不衛生（昭和初期）
　　　　　　　　　　　　　　→→藤井厚二、衛生設備への注意喚起

○シックハウス問題（平成）○シックハウス問題（平成）
　　　　　　　　　　　　　　→→シックハウス規制、基準法改正

１．過去から現在へ１．過去から現在へ

比較的新しい分野比較的新しい分野



その他の分野その他の分野

○犯罪への対策の必要性の高まり○犯罪への対策の必要性の高まり
　　　　　　　　→　民間企業を中心とした技術開発→　民間企業を中心とした技術開発

○高齢者､障害者の増加○高齢者､障害者の増加
　　　　　　　　→　→　ハートビル法ハートビル法の制定の制定

１．過去から現在へ１．過去から現在へ

関心の広がり、研究が必要な分野は拡大関心の広がり、研究が必要な分野は拡大



２．現在の研究開発トピック２．現在の研究開発トピック

耐震・耐風耐震・耐風
・スマート構造システムの実用化技術・スマート構造システムの実用化技術
・既存木造住宅の耐震性の向上・既存木造住宅の耐震性の向上
・風荷重の適切な評価・風荷重の適切な評価

高齢社会対応高齢社会対応
・高齢社会対応住宅技術の開発・高齢社会対応住宅技術の開発

火災安全火災安全
・火災性状の解明・火災性状の解明
・市街地火災の・市街地火災の
　延焼シミュレーション　延焼シミュレーション
・火災安全設計法・火災安全設計法

室内空気汚染室内空気汚染
・室内空気質の向上・室内空気質の向上



　スマート構造システムの実用化技術　スマート構造システムの実用化技術

２．研究開発のトピック２．研究開発のトピック

重心の上下移動に
よるエネルギー吸収頂部変位

浮き上がり時に自重
を復元力として活用

ＭＲダンパー

磁気粘性流体を利用した免震構造磁気粘性流体を利用した免震構造
ロッキングシステムロッキングシステム

ＭＲダンパー

２．研究開発のトピック２．研究開発のトピック
耐震・耐風耐震・耐風



既存木造住宅の耐震性の向上既存木造住宅の耐震性の向上

◆◆ 耐震補強技術の評価法、耐震補強技術の評価法、 耐震改修診断法、耐震改修診断法、

耐震改修工事の普及耐震改修工事の普及

振動台実験 仕口ダンパー オイルダンパー

２．研究開発のトピック２．研究開発のトピック
耐震・耐風耐震・耐風



風荷重の適切な評価風荷重の適切な評価

◆◆ 粗度パラメータの試算粗度パラメータの試算

◆◆ 各種統計量の収集各種統計量の収集

２．研究開発のトピック２．研究開発のトピック
耐震・耐風耐震・耐風



火災性状の解明火災性状の解明

◆◆ 車両火災等を対象とした特殊空間の火災性状車両火災等を対象とした特殊空間の火災性状

２．研究開発のトピック２．研究開発のトピック
火災安全火災安全



市街地火災の延焼シミレーション市街地火災の延焼シミレーション

◆　◆　飛び火・火災旋風の影響や樹木の遮炎効果を反映飛び火・火災旋風の影響や樹木の遮炎効果を反映

２．研究開発のトピック２．研究開発のトピック
火災安全火災安全



火災安全設計法火災安全設計法
◆◆ 実務設計に活用可能な耐火性能評価ツール群実務設計に活用可能な耐火性能評価ツール群

構造設計 通常の耐火性能
検証の範囲

耐火保有耐力の確認

想定を超えた挙動予測

鋼構造骨組み耐火性能評価プログラムの開発・提供

想定火災

想定を超える火災

多くの設計者

先端的な設計者のみ

２．研究開発のトピック２．研究開発のトピック
火災安全火災安全



室内空気質の向上室内空気質の向上

◆◆ 学物質濃度の推定、換気対策技術の整備学物質濃度の推定、換気対策技術の整備

建材の化学物質放散特性の規格
（ＪＩＳ、ＪＡＳ、ＩＳＯで整備）

室温ｔ１

濃度σ１

通気量Q１j、
Q j１

室温ｔ3

濃度σ3

通気量Q3j、
Q j3

室温ｔ4

濃度σ4

通気量Q4j、
Q j4

室温ｔ2

濃度σ2

通気量Q2j、
Q j2

気象条件、建材仕様、
換気仕様

各空間の汚染物質濃
度を推定可能とする

風向・風速
外気温
日射量

外壁、内壁
等の隙間
分布

内装材、構
造材等の
放散等級

換気方式
の仕様と
使用状況

多数室状況での各室濃度の予測

熱・換気回
路網による
計算結果よ
り各室濃度
を求める

室内での実際の放散量の予測

濃度測定
温度ｔ〔℃〕
湿度ｈ〔％〕

換気量Ｑ〔ｍ３/ｈ〕

放散速度Ｘ〔ｍｇ/ｈ･㎡〕濃度差σ〔ｍｇ/ｍ３

放散速度Ｘ=σ・Ｑ/Ｓ〔ｍｇ/ｈ･㎡〕
=f （Ｌ， Q/Ｓ，ｔ，ｈ）

放散等級Ｌ
の建材

２．研究開発のトピック２．研究開発のトピック
室内空気汚染室内空気汚染



高齢社会対応住宅技術の開発高齢社会対応住宅技術の開発

◆◆ 高齢と環境への対応のための実験住宅高齢と環境への対応のための実験住宅

実験住宅（外観）実験住宅（外観）

引き戸の実験引き戸の実験

環境対応の蓄熱土間環境対応の蓄熱土間

実験空間（内観）実験空間（内観）

２．研究開発のトピック２．研究開発のトピック
高齢社会対応高齢社会対応



３．未来に向かって３．未来に向かって

「生命」「生命」を守るを守る

　　　　地震、火災地震、火災などに対するなどに対する安全性向上安全性向上のための研究開発のための研究開発

「健康」「健康」を守るを守る

　　　　心身の健康心身の健康を守るを守る 　・空気環境汚染防止　・空気環境汚染防止

　　　　　　　　　　　　　　　・幸せを育む住まい　　　　　　　　　　　　　　　・幸せを育む住まい

「安心」「安心」を育むを育む

　　・　　・犯罪抑制犯罪抑制のための研究開発のための研究開発
　　・　　・心豊かに暮らせる心豊かに暮らせる住まい・町を作る住まい・町を作る

これからの課題これからの課題



３．未来に向かって３．未来に向かって

◆◆ 産学官産学官の連携の連携

　　　　建築研究開発コンソーシアム建築研究開発コンソーシアムの積極的な活用の積極的な活用

◆◆ 成果の成果の社会への還元社会への還元
　　より　　より直接的に直接的に社会へ社会へ発信、普及発信、普及を図るを図る

◆◆ 競争的資金競争的資金の獲得の獲得

　　外部資金を積極的に活用　　外部資金を積極的に活用

研究の進め方・成果の活かし方研究の進め方・成果の活かし方



キーワードの出現数　　論文数１８９編　 キーワード総数４４８
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「２１世紀理想の住宅」応募論文から見たユーザーニーズ「２１世紀理想の住宅」応募論文から見たユーザーニーズ



全体傾向全体傾向

応募論文の提案主題と該当論文数
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「２１世紀理想の住宅」応募論文から見たユーザーニーズ「２１世紀理想の住宅」応募論文から見たユーザーニーズ

応募論文総数　１９１編、　応募論文の主題による分析応募論文総数　１９１編、　応募論文の主題による分析


